
(57)【要約】
（ａ）生物学的に使用可能な銀の形の第１の有効成分、（ｂ）軟骨組織から得られた物質
の形の第２の有効成分、及び各種の一般的な補助剤又は添加剤を含有するサプリメント製
剤、及びミンク、家禽類及び豚を含む家畜用の健康増進サプリメント製剤の調製における
、各種の一般的な補助剤又は添加剤と共に、前記第１の有効成分及び第２の有効成分の使
用を開示する。製剤は、ミンクにおけるプラズマ細胞増加症、パピー疾患、ウイルス性腸
炎、三日病及び／又は「スティッキーキッド」の予防及び治療に好適であることが証明さ
れた。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ａ ） 生 物 学 的 に 使 用 可 能 な 銀 の 形 の 第 １ の 有 効 成 分 、 及 び
　 （ ｂ ） 軟 骨 組 織 か ら 得 ら れ た 物 質 の 形 の 第 ２ の 有 効 成 分 、
及 び 各 種 の 一 般 的 な 補 助 剤 又 は 添 加 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 サ プ リ メ ン ト 製 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 １ 以 上 の 追 加 の 有 効 成 分 を 含 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 五 硫 化 ア ン チ モ ン 、 金 属 ス ズ 及 び ／ 又 は ス ズ 塩 、 金 属 亜 鉛 及 び ／ 又 は 亜 鉛 塩 、 イ オ ウ 含
有 物 質 及 び ／ 又 は ヨ ウ 素 含 有 物 質 の 中 か ら 選 ば れ る １ 以 上 の 追 加 の 有 効 成 分 を 含 有 す る 請
求 項 ２ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
　 イ オ ウ 含 有 物 質 と し て 、 へ パ ー ス ル フ リ ス を 含 有 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ヨ ウ 素 含 有 物 質 と し て 、 テ ア パ ウ ダ ー を 含 有 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の 有 効 成 分 （ ａ ） が コ ロ イ ド 状 銀 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 ２ の 有 効 成 分 （ ｂ ） が 軟 骨 魚 類 、 好 ま し く は 、 サ メ に 由 来 す る も の で あ る 請 求 項 １ 記
載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ８ 】
　 軟 骨 組 織 物 質 の 含 量 が 、 乾 燥 し た 物 質 を 基 準 と し て 算 定 し て 、 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀
１ 質 量 部 当 り 100～ 12,000質 量 部 、 好 ま し く は 、 200～ 6,000質 量 部 、 最 も 好 ま し く は 、 300
～ 3,000質 量 部 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ９ 】
　 製 剤 １ L当 り 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀 ０ .５ ～ ５ ０ mg、 好 ま し く は 、 １ ～ ２ ０ mgを 含 有 す
る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 家 畜 用 の 健 康 増 進 サ プ リ メ ン ト 製 剤 の 調 製 に お け る 、 （ ａ ） 生 物 学 的 に 使 用 可 能 な 銀 の
形 の 第 １ の 有 効 成 分 及 び （ ｂ ） 軟 骨 組 織 か ら 得 ら れ た 物 質 の 形 の 第 ２ の 有 効 成 分 、 及 び 各
種 の 一 般 的 な 補 助 剤 又 は 添 加 剤 の 使 用 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ミ ン ク に お け る プ ラ ズ マ 細 胞 増 加 症 、 パ ピ ー 疾 患 、 ウ イ ル ス 性 腸 炎 、 三 日 病 及 び ／ 又 は
「 ス テ ィ ッ キ ー キ ッ ド 」 の 予 防 及 び 治 療 用 の 製 剤 の 調 製 に お け る 、 （ ａ ） 生 物 学 的 に 使 用
可 能 な 銀 の 形 の 第 １ の 有 効 成 分 及 び （ ｂ ） 軟 骨 組 織 か ら 得 ら れ た 物 質 の 形 の 第 ２ の 有 効 成
分 、 及 び 各 種 の 一 般 的 な 補 助 剤 又 は 添 加 剤 の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 特 に 動 物 の た め の 予 防 及 び 治 療 用 サ プ リ メ ン ト 製 剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 競 争 の た め 、 毛 皮 動 物 及 び 乳 牛 の 飼 育 の 如 き 現 代 の 家 畜 の 飼 育 で は 、 し ば し ば 、 大 き な
群 れ が 必 要 と さ れ る 。 こ れ は 、 必 然 的 に 、 感 染 性 疾 患 （ 場 合 に よ っ て は 、 死 を 生 ず る こ と
が あ り 、 重 大 な ケ ー ス で は 、 す べ て の 群 れ を 廃 棄 処 分 す る 必 要 を 生 じ 、 重 大 な 経 済 的 な 損
失 を 生 ず る こ と が あ る ） の 高 い 危 険 性 を 伴 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ ら の 状 況 の 発 生 を 防 止 す る た め に 、 抗 生 物 質 が 広 く 使 用 さ れ て い る が 、 長 期 的 に 見
れ ば 、 憂 慮 す べ き こ と で あ り 、 例 え ば 、 汎 用 は 、 抗 生 物 質 耐 性 病 原 体 の 発 現 を 促 進 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 一 般 に 、 現 代 の 家 畜 の 飼 育 で は 、 合 理 的 か つ 効 率 的 な 生 産 法 が 使 用 さ れ て い る が 、 そ の
使 用 は 、 予 防 及 び 治 療 の 両 方 に つ い て 抗 生 物 質 の 使 用 な し で は 不 可 能 で あ る 。 こ の よ う な
状 況 は 、 例 え ば 、 家 禽 類 及 び 豚 の 生 産 に お い て 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 動 物 の 福 祉 及 び 病 気 に 関 連 す る 苦 痛 の 倫 理 的 ア セ ス メ ン ト か ら 、 各 種 の 細 菌 及 び ウ イ ル
ス に 対 す る 防 御 と し て 、 動 物 本 来 の 免 疫 系 の 有 効 な 強 化 に 基 づ く 主 要 な 健 康 目 標 を 達 成 し
、 こ れ に よ り 、 動 物 の 生 産 か ら す べ て の 抗 生 物 質 を 排 除 で き る こ と が 強 く 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ミ ン ク の 飼 育 で は 、 例 え ば 、 プ ラ ズ マ 細 胞 増 加 症 、 パ ピ ー 疾 患 （ ジ ス テ ン パ ー ウ イ ル ス
： キ ャ ニ ン ・ ジ ス テ ン パ ー ・ ウ イ ル ス （ canine distemper virus） に よ っ て 生 ず る ） 、 ウ
イ ル ス 性 腸 炎 、 三 日 病 及 び 「 ス テ ィ ッ キ ー キ ッ ド （ 乳 獣 期 の ミ ン ク に お い て 見 ら れ 、 お そ
ら く 、 飼 料 に お け る 余 り に も 高 す ぎ る 脂 質 ／ タ ン パ ク 質 比 に よ っ て 生 ず る 下 痢 状 態 ） 」 の
如 き 疾 患 に よ る 問 題 が あ る 。 こ の よ う な 疾 患 は 、 し ば し ば 、 大 出 血 を 生 じ 、 抗 生 物 質 の 使
用 を 増 大 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 コ ロ イ ド 状 銀 の 如 き 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 形 の 銀 は 、 1938年 ま で は 、 一 般 的 に 使 用 さ れ
て い た 。 そ の 後 、 医 薬 品 工 業 が 、 病 気 を 治 す 分 野 を 独 占 し 、 コ ロ イ ド 状 銀 に つ い て の 研 究
は 、 迅 速 に 作 用 し か つ 経 済 的 に よ り 利 益 の 上 が る 薬 剤 と 争 っ て 見 送 ら れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀 の 治 療 及 び 予 防 上 の 使 用 は 、 最 大 の 注 意 を 持 っ て 、 非 常 に 低 い
用 量 で の み 実 施 さ れ な け れ ば な ら な い 。 銀 は 、 生 体 、 特 に 肝 臓 に 蓄 積 し 、 免 疫 系 の 弱 化 を
生 ず る 。 特 に 予 防 的 な 使 用 （ 銀 は 規 則 的 な 基 準 で 投 与 さ れ る ） で は 、 実 際 、 長 期 的 に 見 て
健 康 状 態 を 損 な う こ と な く プ ラ ス の 効 果 を 得 る こ と は 困 難 又 は 実 質 的 に 不 可 能 で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 過 去 ３ ０ 年 で は 、 多 く の 疾 患 の 治 療 に 、 牛 及 び サ メ の 軟 骨 組 織 が 使 用 さ れ て い る 。 軟 骨
組 織 は 、 ガ ン 細 胞 を 直 接 的 に 殺 し 、 免 疫 系 を 活 性 化 さ せ 、 ガ ン 細 胞 が 自 由 に 成 長 す る た め
に 必 要 と す る 新 た な 血 管 の 形 成 （ 血 管 新 生 ） を 阻 害 す る 。 ヒ ト に お け る ガ ン 治 療 の た め に
軟 骨 組 織 が 使 用 さ れ る こ と に 関 し て 、 い く つ か の テ ス ト が 知 ら れ て い る 、 そ の 結 果 は 明 白
な も の で は な か っ た 。 サ メ の 軟 骨 組 織 は 粉 末 と し て 販 売 さ れ て お り 、 カ ル シ ウ ム 、 リ ン 、
ア ミ ノ 酸 及 び ム コ 多 糖 の 優 秀 な 源 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 国 際 公 開 第 WO94/12510号 公 報 に は 、 サ メ の 軟 骨 組 織 の 固 有 の 栄 養 学 的 利 益 に 加 え て 、 サ
メ の 軟 骨 組 織 に よ る 有 益 な 健 康 効 果 を 生 ず る に は 、 ２ つ の フ ァ ク タ ー も 重 要 で あ る と 考 え
ら れ る こ と が 記 載 さ れ て い る 。 １ つ の フ ァ ク タ ー は 、 疾 患 に 抵 抗 し 、 戦 う た め に 、 身 体 の
免 疫 系 を 活 性 化 す る と 考 え ら れ る サ メ の 軟 骨 組 織 の 炭 水 化 物 又 は ム コ 多 糖 含 量 で あ る 。 第
２ の 重 要 な フ ァ ク タ ー は 、 タ ン パ ク 質 部 分 （ ５ 種 類 も の 異 な る 活 性 タ ン パ ク 質 を 含 有 す る
） で 見 ら れ る 抗 血 管 新 生 フ ァ ク タ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ヨ ー ロ ッ パ 特 許 公 開 第 1 308 155号 公 報 は 、 鉄 及 び サ メ の 軟 骨 組 織 に 由 来 す る コ ン ド ロ
イ チ ン 硫 酸 の コ ロ イ ド を 含 有 す る 注 射 溶 液 を 開 示 す る 。 こ の よ う な 注 射 溶 液 は 、 動 物 の 飼
育 に お け る 毎 日 の 予 防 的 な 使 用 に は 適 し て い な い 。 コ ロ イ ド 状 銀 の 使 用 は 、 ヨ ー ロ ッ パ 特
許 公 開 第 1 308 155号 に は 示 唆 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 許 公 開 第 2002-145794号 公 報 （ 特 許 願 第 2001-255278号 ） は 、 サ メ の 軟 骨 組 織 の 如 き 軟
骨 組 織 の エ キ ス と 組 み 合 わ さ れ た 、 植 物 ウ ィ ザ ニ ア ・ サ ム ニ フ ェ ラ ・ デ ュ ナ ル （ Withaia 
Somnifera Dunal） の エ キ ス を 含 有 す る 抗 関 節 炎 又 は 抗 リ ウ マ チ 製 剤 を 開 示 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 健 康 食 品 の 分 野 で は 、 五 硫 化 ア ン チ モ ン （ Sb 2 S 5 ， ゴ ー ル デ ン 硫 化 ア ン チ モ ン ） は 、 冬
の 咳 及 び 気 管 支 炎 に 対 し て 推 奨 さ れ て い る 。 五 硫 化 ア ン チ モ ン は 、 ヨ ウ 化 ス ズ と の 組 合 せ
（ 例 え ば 、 「 Broron-adult」 又 は 「 Broron-child」 と し て 知 ら れ て い る 製 剤 ） で も 使 用 さ
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れ る 。 亜 鉛 製 剤 （ 例 え ば 、 イ ソ 吉 草 酸 亜 鉛 又 は 金 属 亜 鉛 ） の 使 用 も 、 健 康 食 品 の 分 野 で は
推 奨 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 健 康 食 品 の 分 野 で の 推 奨 は 、 し ば し ば 、 非 常 に 少 量 の 当 該 成 分 （ 例 え ば 、 毎 日 の サ プ リ
メ ン ト と し て ） に 関 す る も の で あ る 。 し か し 、 多 く の 場 合 、 謳 わ れ た 効 能 は 、 必 ず し も 充
分 に 立 証 さ れ て お ら ず 、 健 康 食 品 市 場 の 製 品 に 対 し て 、 広 範 囲 な 疑 い を 抱 い た 又 は 懐 疑 的
な 考 え 方 が 存 在 し て い る 。 懐 疑 的 な 考 え 方 が 充 分 に 認 め ら れ る か 否 か を 考 慮 す る ま で も な
く 、 こ れ ら の 物 質 は 、 家 畜 の 間 に お け る 感 染 性 疾 患 に よ る 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に
、 家 畜 の 飼 育 業 者 に よ っ て 第 １ に 考 慮 さ れ る 物 質 の 中 に は 存 在 し な い こ と は 明 ら か で あ る
。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 発 明 者 は 、 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀 を 、 軟 骨 組 織 製 剤 と 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 銀
の プ ラ ス の 効 果 を 増 大 さ せ て 、 そ の 使 用 を 、 生 体 （ 例 え ば 、 肝 臓 ） に お け る 銀 の 意 図 的 で
な い 及 び 有 害 な 蓄 積 を 回 避 又 は 無 害 レ ベ ル に 低 減 で き る ほ ど 少 量 の も の と す る こ と が で き
る と の 知 見 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 発 明 者 は 、 非 常 に 少 量 の 追 加 の 特 定 成 分 を 、 前 記 の 銀 ／ 軟 骨 組 織 の 組 合 せ に 添
加 す る こ と に よ っ て 、 こ の 組 合 せ の 健 康 増 進 効 果 が 持 続 さ れ る と の 知 見 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に し て 、 組 合 せ （ 好 ま し く は 、 そ れ ぞ れ 、 ヒ ト に 対 す る 健 康 増 進 効 果 が 証 明 又
は 推 測 さ れ る い く つ か の サ プ リ メ ン ト 成 分 を 含 む ） に よ っ て 、 疾 患 （ 高 度 に 感 染 性 の 疾 患
を 含 む ） に 対 す る 驚 く ほ ど 有 効 な 予 防 効 果 を 持 つ 製 剤 が 処 方 さ れ る と の 知 見 を 得 た 。 こ の
驚 く べ き 効 果 は 、 重 大 な プ ラ ズ マ 細 胞 増 加 症 問 題 を 持 つ 区 域 に い る ミ ン ク に お い て 証 明 さ
れ て い る 。 家 畜 の 飼 育 に お け る 抗 生 物 質 の 使 用 を 完 全 に 排 除 し よ う と の 意 思 が 、 短 時 間 の
う ち に 満 足 さ れ る こ と を 示 す も の で あ ろ う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 （ ａ ） 生 物 学 的 に 使 用 可 能 な 銀 の 形 の 第 １ の 有 効 成 分 、 （ ｂ ） 軟 骨 組 織 か ら
得 ら れ た 物 質 の 形 の 第 ２ の 有 効 成 分 、 及 び 各 種 の 一 般 的 な 補 助 剤 又 は 添 加 剤 を 含 有 す る サ
プ リ メ ン ト 製 剤 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 サ プ リ メ ン ト 製 剤 の 重 要 な 効 果 は 、 軟 骨 組 織 （ 例 え ば 、 サ メ の 軟 骨 組 織 ） が 、 生 物 学 的
に 利 用 可 能 な 銀 に よ る 免 疫 系 の 促 進 に 対 し て 触 媒 と し て 働 く （ こ れ に よ り 、 免 疫 系 が 、 個
々 の 物 質 の 作 用 を は る か に 超 え る レ ベ ル に 増 大 さ れ る ） 物 質 を 含 有 す る と の 事 実 に よ る も
の で あ る と 推 測 さ れ る 。 増 強 効 果 は 、 プ ラ ス の 効 果 が 、 肝 臓 に お け る 銀 の 蓄 積 が 回 避 さ れ
る 程 度 の 非 常 に 穏 や か な 量 の 銀 に よ っ て 得 ら れ る と の 特 別 な 利 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 １ 以 上 の 各 種 の 有 効 物 質 、 特 に 、 当 該 家 畜 の 中 で 問 題 を 生 ず る 疾 患 に つ い て の
ホ メ オ パ シ ー の 分 野 に お い て 推 奨 さ れ る よ う な 物 質 は 、 有 利 に サ プ リ メ ン ト 製 剤 に 添 加 さ
れ る 。 結 果 と し て 、 免 疫 系 に 対 す る 効 果 （ 動 物 集 団 の 健 康 状 態 の 一 般 的 な 改 善 を 提 供 す る
） に 加 え て 、 こ の よ う な 疾 患 に 対 す る 顕 著 な 抵 抗 性 が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 サ プ リ メ ン ト 製 剤 は 、 有 利 に は 、 １ 以 上 の 追 加 の 有 効 成 分 を 含 有 で き る 。
こ の よ う な 追 加 の 有 効 成 分 は 、 五 硫 化 ア ン チ モ ン 、 金 属 ス ズ 及 び ／ 又 は ス ズ 塩 、 金 属 亜 鉛
及 び ／ 又 は 亜 鉛 塩 、 イ オ ウ 含 有 物 質 及 び ／ 又 は ヨ ウ 素 含 有 物 質 の 中 か ら 選 ば れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 有 用 な イ オ ウ 含 有 物 質 は 、 カ ル シ ウ ム イ オ ウ レ バ ー 製 剤 （ 「 ヘ パ ー ・ ス ル フ リ ス （ Hepa
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r sulphuris） 」 と し て 市 販 さ れ て い る ） で あ る 。 ヨ ウ 素 含 有 物 質 の 例 と し て は 、 ヨ ウ 化
ス ズ 、 ヨ ウ 化 カ ル シ ウ ム 及 び テ ア （ tare） パ ウ ダ ー が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 サ プ リ メ ン ト 製 剤 に 任 意 に 含 有 さ れ る 有 用 な 有 効 成 分 は 、 五 硫 化 ア ン チ モ ン 、 金 属 ス ズ
及 び ／ 又 は ス ズ 塩 、 及 び 金 属 亜 鉛 及 び ／ 又 は 亜 鉛 塩 で あ る 。 ス ズ 塩 は 、 無 機 性 又 は 有 機 性
の ス ズ 塩 、 好 ま し く は 、 ヨ ウ 化 ス ズ の 如 き ス ズ ハ ロ ゲ ン 化 物 で あ る 。 亜 鉛 塩 は 、 無 機 性 又
は 有 機 性 の 亜 鉛 塩 で あ り 、 好 ま し く は 、 例 え ば 、 イ ソ 吉 草 酸 亜 鉛 の 如 き 有 機 カ ル ボ ン 酸 の
亜 鉛 塩 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 際 の メ カ ニ ズ ム は 未 だ 不 明 で あ る が 、 追 加 の 有 効 成 分 は 、 と り わ け 、 肝 臓 に お け る 代
謝 に 影 響 を 及 ぼ し て 、 銀 が 肝 臓 に 蓄 積 す る こ と を さ ら に 防 止 す る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 コ ロ イ ド 状 銀 は 、 第 １ の 成 分 （ ａ ） と し て の 使 用 に 適 し た 形 の 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀
で あ る 。 第 ２ の 成 分 （ ｂ ） と し て の 使 用 に 適 し た 軟 骨 細 胞 物 質 は 、 例 え ば 、 軟 骨 魚 類 、 好
ま し く は 、 サ メ に 由 来 す る 物 質 （ 例 え ば 、 乾 燥 粉 末 ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 製 剤 に お け る 有 効 成 分 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） の 間 の 割 合 は 、 動 物 の 種 類 及 び 動
物 の 年 齢 に 依 存 し て 、 大 き く 変 動 す る 。 通 常 、 （ ａ ） ： （ ｂ ） の 質 量 比 は 、 １ ： 100,000
～ １ ： １ ０ で あ る 。 好 適 な 具 体 例 に よ れ ば 、 軟 骨 細 胞 物 質 の 含 量 （ 乾 燥 し た 物 質 を 基 準 と
し て 算 定 ） は 、 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀 １ 質 量 部 当 り 100～ 12,000質 量 部 、 好 ま し く は 、 2
00～ 6,000質 量 部 、 最 も 好 ま し く は 、 300～ 3,000質 量 部 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀 の 含 量 も 、 動 物 の 種 類 及 び 動 物 の 年 齢 に 応 じ て 、 大 き く 変 動 す
る 。 通 常 、 Agの 含 量 は 、 製 剤 １ Ｌ 当 り ０ .１ ～ 100 mgで あ る 。 好 適 な 具 体 例 に よ れ ば 、 製
剤 は 、 製 剤 １ Ｌ 当 り 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀 ０ .５ ～ ５ ０ mg、 好 ま し く は 、 １ ～ ２ ０ mg/Ｌ
を 含 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 さ ら に 、 家 畜 用 の 健 康 増 進 サ プ リ メ ン ト 製 剤 の 調 製 に お け る 、 （ ａ ） 生 物 学
的 に 使 用 可 能 な 銀 の 形 の 第 １ の 有 効 成 分 及 び （ ｂ ） 軟 骨 組 織 か ら 得 ら れ た 物 質 の 形 の 第 ２
の 有 効 成 分 、 及 び 各 種 の 一 般 的 な 補 助 剤 又 は 添 加 剤 の 使 用 に 関 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 適 用 範 囲 は 、 下 記 の 詳 細 な 記 載 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。 し か し 、 詳 細 な 記
載 及 び 特 殊 な 実 施 例 は 、 単 に 、 好 適 な 具 体 例 を 説 明 す る た め に 含 ま れ る も の で あ る こ と 、
及 び 保 護 の 範 囲 内 の 各 種 変 更 及 び 変 形 は 、 詳 細 な 記 載 に 基 づ き 、 当 業 者 に と っ て は 明 白 で
あ る こ と が 理 解 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 製 剤 に お け る 基 本 成 分 と し て 、 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀 は 、 水 中 に コ ロ イ
ド 分 散 さ れ た 銀 （ 「 コ ロ イ ド 状 銀 」 と も 表 示 す る ） の 形 で 使 用 さ れ る 。 ミ ン ク に つ い て の
予 防 的 使 用 に 関 し て 、 銀 濃 度 は 約 ３ mg/Ｌ （ ３ μ g/mlに 相 当 す る ） で あ る 。 こ の 濃 度 に お
い て 、 例 え ば 、 体 重 １ .２ ～ １ .８ kgの 雌 ミ ン ク 100匹 用 の 飼 料 中 で 、 日 用 量 約 ８ ml/日 が 使
用 さ れ る 。 こ れ は 、 １ 日 当 り 、 100× １ .５ kg（ 体 重 ） に つ い て ８ ml× ３ μ g/ml＝ ２ ４ μ g 
Ag、 す な わ ち 、 0.16μ g/kg/日 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 製 剤 の 基 本 成 分 に お け る 銀 含 量 は 変 動 す る が 、 通 常 、 ０ .５ ～ ５ ０ μ g/mlか ら 選 択 さ れ
る 。 日 用 量 は 、 当 該 動 物 の 種 類 、 動 物 の 年 齢 、 性 別 及 び 健 康 の 一 般 的 状 態 に 応 じ て 、 通 常
、 １ ng～ １ μ g Ag/kg（ 体 重 ） /日 の 範 囲 で 変 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 現 在 の と こ ろ 、 家 禽 類 用 の 製 剤 に お け る 銀 の 濃 度 は 、 日 用 量 0.01～ ０ .２ μ g Ag/kg（ 体
重 ） /日 、 好 ま し く は 、 0.09～ 0.04μ g Ag/kg（ 体 重 ） /日 で 使 用 し て 、 銀 ５ μ g/ml以 下 、
好 ま し く は 、 ２ ～ ３ μ g/mlで あ る と 考 え ら れ る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 同 様 に 、 成 長 し た 雌 豚 に つ い て は 、 製 剤 に お け る 銀 の 濃 度 は 、 日 用 量 １ ng～ 0.01μ g、
好 ま し く は 、 ４ ～ ６ ng Ag/kg（ 体 重 ） /日 で 使 用 し て 、 １ ０ ～ ２ ５ μ g/ml、 好 ま し く は 、
１ ６ ～ ２ ０ μ g/mlで あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ミ ン ク に つ い て は 、 製 剤 に お け る 銀 の 濃 度 は 、 日 用 量 0.01～ ０ .３ μ g Ag/kg（ 体 重 ） /
日 、 好 ま し く は 、 ０ .１ ～ ０ .４ μ g Ag/kg（ 体 重 ） /日 で 使 用 し て 、 ０ .５ ～ １ ０ μ g/ml、
好 ま し く は 、 １ ～ ６ μ g/mlで あ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 現 在 の 慣 行 に よ れ ば 、 ヒ ト に お け る 使 用 に つ い て の コ ロ イ ド 状 銀 の し ば し ば 推 奨 さ れ る
用 量 は 、 生 体 に お け る 銀 の 蓄 積 に よ り 、 憂 慮 す べ き こ と と 判 断 さ れ る レ ベ ル で あ る 。 ヒ ト
に 関 し て も 、 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀 及 び 軟 骨 組 織 物 質 を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 か
な り 低 く か つ 安 全 な 銀 用 量 に お い て 健 康 増 進 効 果 が 得 ら れ る こ と が 期 待 さ れ る 。 こ の よ う
に 、 本 発 明 に よ る サ プ リ メ ン ト 製 剤 は 、 ヒ ト に 関 し て も 可 能 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 軟 骨 組 織 に 由 来 す る 第 ２ の 有 効 成 分 は 、 例 え ば 、 サ メ か ら 副 生 物 と し て 得 ら れ た 乾 燥 し
た 粉 砕 粉 末 の 形 で 、 製 剤 に お い て 、 ０ .５ ～ 100ｇ /L（ ＝ ０ .５ ～ 100 mg/ml） 、 好 ま し く は
、 １ ～ ３ ０ ｇ /Lの 量 で 使 用 さ れ る 。 軟 骨 組 織 物 質 の 日 用 量 は 、 代 表 的 に は 、 １ μ g～ １ mg/
kg（ 体 重 ） 、 好 ま し く は 、 ３ μ g～ ０ .５ mg/kgの 範 囲 で あ る 。 ミ ン ク に つ い て は 、 代 表 的
に は 、 ０ .２ ～ ０ .８ mg/Lが 使 用 さ れ る 。 家 禽 類 に つ い て は 、 代 表 的 に は 、 0.01～ ０ .１ mg/
kgが 使 用 さ れ 、 一 方 、 成 長 し た 雌 豚 に つ い て の 日 用 量 は 、 １ μ g～ 0.01 mg/kgの 範 囲 で あ
る と 考 え ら れ る 。 し か し 、 軟 骨 組 織 物 質 の 用 量 は 高 す ぎ て も 、 銀 用 量 が 高 す ぎ る 場 合 に 生
ず る 重 大 な 結 果 を も た ら す こ と は な い こ と が 注 目 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 銀 の 量 に 対 す る 割 合 で は 、 軟 骨 組 織 粉 末 は 、 好 ま し く は 、 0.05～ 12.5ｇ /mg（ Ag） 、 さ
ら に 好 ま し く は 、 ０ .１ ～ ７ .５ ｇ /mg（ Ag） 、 最 も 好 ま し く は 、 ０ .５ ～ ４ .０ ｇ /mg（ Ag）
の 量 で 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 組 合 せ Ag／ 軟 骨 組 織 製 剤 は 、 健 康 増 進 効 果 を 持 つ 多 数 の サ プ リ メ ン ト と し て 有 効 な 物 質
（ 特 に 、 ヒ ト の ホ メ オ パ シ ー か ら 公 知 の 物 質 ） の た め の 信 頼 で き る 基 準 を 形 成 す る 。 こ の
よ う な 物 質 は 、 市 場 か ら 入 手 可 能 で あ り 、 下 記 の 実 施 例 で は 、 供 給 者 か ら 得 た 情 報 に 基 づ
き 、 こ れ ら を 同 定 し て い る 。 ホ メ オ パ シ ー で は 、 濃 度 に つ い て の 規 格 （ 例 え ば 、 Ｄ 6は １ :
１ ０ - 6 （ す な わ ち 、 ppmと 同 じ ） を 意 味 す る ） が 使 用 さ れ る 。 こ の よ う な 規 格 が 質 量 比 （
Ｄ 6＝ mg/kg） 又 は 質 量 ／ 容 量 比 （ Ｄ 6＝ １ mg/L） を 表 示 す る か は 、 必 ず し も 明 確 で は な い
し 、 例 え ば 、 金 属 塩 が 、 金 属 イ オ ン 又 は 塩 分 子 全 体 に 基 づ い て 算 定 さ れ る も の か 必 ず し も
明 確 で は な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ ら の 問 題 点 に も か か わ ら ず 、 当 記 載 に お い て 述 べ ら れ た 説 明 の た め の 数 値 は 、 当 業
者 に 、 特 殊 な 動 物 の 種 類 又 は 特 殊 な 健 康 に 関 す る 問 題 点 を 持 つ 特 殊 な 群 れ に 対 し て 各 有 効
物 質 を 調 整 す る 際 に 利 用 さ れ る 有 利 な 量 に つ い て の ガ イ ド を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 し か し 、 多 く の 可 能 な サ プ リ メ ン ト 用 添 加 剤 と 共 に 、 銀 は 非 常 に 少 量 で 使 用 さ れ 、 製 剤
１ Lに つ い て 、 有 効 物 質 含 量 Ｄ 6～ Ｄ 12（ １ :１ ０ - 1 2 ） を 持 つ 生 成 物 が 、 わ ず か 約 １ mlで 使
用 さ れ 、 動 物 100匹 用 の 飼 料 に 、 毎 日 ４ ～ ８ mlが 添 加 さ れ 、 個 々 の 動 物 の 処 理 に は 、 わ ず
か １ 、 ２ 滴 が 使 用 さ れ る 。
　 実 施 例
【 ０ ０ ４ １ 】
　
　 蒸 留 水 中 に 懸 濁 さ れ た 微 細 銀 粒 子 を 含 有 す る コ ロ イ ド 状 分 散 液 を 、 一 般 的 な 電 気 コ ロ イ
ド 法 に よ っ て 調 製 す る 。 銀 ３ mg/Lを 使 用 す る こ と に よ っ て 、 Ag３ μ g/mlの 銀 分 散 液 が 得 ら
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れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　
　 こ の 茶 は 、 パ ウ ダ ル コ （ す な わ ち 、 樹 木 タ ベ ブ イ ア ・ ア ベ ラ ネ ダ エ （ Tabebuia avellan
edae） の 内 皮 ） か ら 、 パ ウ ダ ル コ 粉 末 （ デ ン マ ー ク 国 ， DK-9000， オ ー ル ボ ル グ の Bithe K
vist Andersenか ら 供 給 さ れ た 「 Pau d’ arco Medic」 ） ３ ｇ を 収 容 す る 袋 を 沸 騰 水 １ Lに
浸 漬 し 、 ６ ～ ８ 分 間 沸 騰 状 態 に 放 置 し 、 そ の 後 、 袋 を 取 出 す こ と に よ っ て 調 製 さ れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 実 施 例 は 、 サ プ リ メ ン ト 製 剤 １ Lの 調 製 を 開 示 す る 。 下 記 の 構 成 成 分 を 使 用 す る ：
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 サ メ 軟 骨 組 織 粉 末 *　 　 　 　 　 　 ７ .５ ｇ
　 Broron-adult**　 　 　 　 　 　 　  ０ .９ ｇ
　 Zincum val D6***　 　 　 　 　 　  ０ .４ ml
　 へ パ ー ス ル フ リ ス D6****　 　 　 １ .０ ｇ
　 銀 分 散 液 （ ３ μ g） 　 　 　 　 　 　 全 量 を １ Lと す る 量
　 注 ：
　 *： 「 Ocean Care」 ； 冷 水 サ メ （ ス ク ー ル シ ャ ー ク ， Galeorhinus galeus） に 由 来 し 、 N
atural Australian Import（ デ ン マ ー ク 国 ， DK-3550， ス ラ ン ゲ ラ プ ） か ら 供 給 さ れ た オ
ー ス ト ラ リ ア サ メ の 軟 骨 組 織 粉 末
　 **： Borron-adult ０ .９ ｇ は 、 乳 糖 中 に 五 硫 化 ア ン チ モ ン 及 び ヨ ウ 素 を 含 む 有 効 物 質 ０
.９ μ gを 含 有 す る 。 Broron-adultは 、 デ ン マ ー ク 国 ， DK-8600， シ ル ケ ボ ア ， Hagemannsve
j ２ ５ の Allergica Ambaか ら 入 手 可 能 で あ る 。
　 ***： Zincum val D6は 、 イ ソ 吉 草 酸 亜 鉛 の 亜 鉛 製 剤 で あ り 、 有 効 物 質 １ ppmを 含 有 す る
（ 供 給 者 ： Allergica Amba） 。
　 ****： へ パ ー ス ル フ リ ス D6は 、 カ ル シ ウ ム イ オ ウ レ バ ー 製 剤 で あ り 、 有 効 物 質 １ ppmを
含 有 す る ； Allergica Ambaか ら 入 試 可 能
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 残 り の 構 成 成 分 は 、 攪 拌 の 間 に 、 コ ロ イ ド 状 銀 分 散 液 の 大 部 分 に 添 加 さ れ る 。 最 後 に 、
銀 分 散 液 に よ っ て 、 容 量 を １ Lに 調 整 す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 下 記 構 成 成 分 に 基 づ き 、 ミ ン ク 用 の サ プ リ メ ン ト 製 剤 を 、 実 施 例 １ に お け る 調 製 と 同 様
に し て 調 製 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 パ ウ ダ ル コ 茶 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ ml
　 サ メ 軟 骨 組 織 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ .５ ｇ
　 Broron-adult　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ .９ ｇ
　 Zincum val D6　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ０ .４ ml
　 へ パ ー ス ル フ リ ス D6　 　 　 　 　 　 　  １ .０ ｇ
　 Calcium iodine D6*　 　 　 　 　 　 　 　 ０ .７ ml
　 Stannum met D12**　 　 　 　 　 　 　  ０ .５ ml
　 Juniperus comp.#　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ .６ ml
　 ク エ ン 酸 三 カ ル シ ウ ム ・ １ 水 和 物 　 　 　 0.27ｇ
　 テ ア パ ウ ダ ー ##　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ .７ ｇ
　 銀 分 散 液 （ ３ μ g） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 全 量 を １ Lと す る 量
　 注 ：
　 *： カ ル シ ウ ム -ヨ ウ 素 含 有 製 剤 は 有 効 物 質 １ ppmを 含 有 す る ； Allergica Ambaか ら 入 試
可 能
　 **： 有 効 成 分 １ :１ ０ - 1 2 を 含 有 す る ス ズ 製 剤 ； （ 供 給 者 ： Allergica Amba）
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　 #： ア ピ ス （ Apis） 、 セ イ ヨ ウ メ ギ （ Berberis vulgaris） 、 セ イ ヨ ウ ネ ズ （ Juniperus 
communis） 、 レ ビ ス チ カ ム ・ オ フ ィ シ ナ リ ス （ Levisticum officinalis） （ 根 ） 、 及 び Ar
nica（ ミ ツ バ チ ， メ ギ ， ネ ズ の 実 、 ロ ベ ー ジ の 根 及 び ア ル ニ カ ） を 基 材 と す る 組 合 せ 製 剤
（ Allergica Ambaに よ っ て 供 給 さ れ る ）
　 ##： テ ア パ ウ ダ ー は 、 微 細 に 粉 砕 し た テ ア 植 物 （ ラ ミ ナ リ ア （ Laminaria） ） で あ る 。
テ ア は 、 天 然 ヨ ウ 素 含 量 ０ .５ ～ １ ％ を 持 つ 深 海 海 草 （ コ ン ブ ） で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 下 記 構 成 成 分 に 基 づ き 、 家 禽 類 用 の サ プ リ メ ン ト 製 剤 を 、 実 施 例 １ に お け る 調 製 と 同 様
に し て 調 製 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 サ メ 軟 骨 組 織 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ ｇ
　 Broron-adult　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ .４ ｇ
　 Zincum val D6　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ２ .８ ml
　 へ パ ー ス ル フ リ ス D6　 　 　 　 　 　 　  ３ .２ ｇ
　 銀 分 散 液 （ ３ μ g） 　 　 　 　 　 　 　 　  全 量 を １ Lと す る 量
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 体 重 ２ ～ ３ kgの 成 長 し た 雌 鳥 に つ い て は 、 雌 鳥 100羽 に 対 し て 、 代 表 的 に は １ 日 当 り ９ m
lを 使 用 す る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 下 記 構 成 成 分 に 基 づ き 、 成 長 し た 雌 豚 （ 体 重 約 250 kg） 用 の サ プ リ メ ン ト 製 剤 を 、 実 施
例 １ に お け る 調 製 と 同 様 に し て 調 製 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 サ メ 軟 骨 組 織 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ ｇ
　 Broron-adult　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ .３ ｇ
　 Zincum met D10*　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ .４ ml
　 へ パ ー ス ル フ リ ス D12**　 　 　 　 　 　 １ .８ ml
　 銀 分 散 液 （ １ ８ μ g） 　 　 　 　 　 　 　  全 量 を １ Lと す る 量
　 注 ：
　 *： Zincum met D10は 、 活 性 亜 鉛 １ :１ ０ - 1 0 を 含 有 す る 金 属 亜 鉛 製 剤 で あ る （ 供 給 者 ： A
llergica Amba） 。
　 **： 有 効 物 質 １ :１ ０ - 1 2 を 含 有 す る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 下 記 構 成 成 分 に 基 づ き 、 家 畜 用 の 基 本 サ プ リ メ ン ト 製 剤 を 、 実 施 例 １ に お け る 調 製 と 同
様 に し て 調 製 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 サ メ 軟 骨 組 織 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ .５ ～ ３ ０ ｇ
　 Broron-adult　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.05～ ２ ０ ｇ
　 Zincum val D6　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ０ .１ ～ １ ０ ml
　 へ パ ー ス ル フ リ ス D6　 　 　 　 　 　 　  ０ .５ ～ ５ ｇ
　 テ ア パ ウ ダ ー 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ .３ ～ ２ ０ ｇ
　 銀 分 散 液 （ １ ～ ４ ０ μ g） 　 　 　 　 　  全 量 を １ Lと す る 量
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 必 要 に 応 じ て 、 こ の 基 本 製 剤 を 、 追 加 の 有 効 物 質 を 添 加 す る こ と に よ っ て 、 動 物 の 種 類
、 年 齢 及 び 健 康 状 態 に 適 合 で き る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 下 記 構 成 成 分 に 基 づ き 、 家 畜 用 の 基 本 サ プ リ メ ン ト 製 剤 を 、 実 施 例 １ に お け る 調 製 と 同
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様 に し て 調 製 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 サ メ 軟 骨 組 織 粉 末 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ .５ ～ ３ ０ ｇ
　 Broron-adult　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.05～ ２ ０ ｇ
　 Zincum val D10　 　 　 　 　 　 　 　 　  ０ .５ ～ ５ ml
　 へ パ ー ス ル フ リ ス D12　 　 　 　 　 　 　 ０ .５ ～ ５ ml
　 テ ア パ ウ ダ ー 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ .５ ～ １ ０ ｇ
　 銀 分 散 液 （ １ ～ ４ ０ μ g） 　 　 　 　 　  全 量 を １ Lと す る 量
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 必 要 に 応 じ て 、 こ の 基 本 製 剤 を 、 追 加 の 有 効 物 質 を 添 加 す る こ と に よ っ て 、 動 物 の 種 類
、 年 齢 及 び 健 康 状 態 に 適 合 で き る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 実 施 例 ２ に 従 っ て 調 製 し た サ プ リ メ ン ト 製 剤 を 、 雌 ミ ン ク 300匹 及 び そ の 子 供 約 1500匹
の ミ ン ク フ ァ ー ム に お い て テ ス ト し た 。 ４ 月 半 ば か ら 、 雌 ミ ン ク に 、 飼 料 へ の サ プ リ メ ン
ト と し て 、 100匹 当 り 製 剤 ８ mlの 容 量 で 毎 日 与 え た 。 ６ 月 ９ 日 か ら は 、 雌 ミ ン ク に 日 用 量
８ ml/100匹 で 与 え 、 一 方 、 子 供 に は 、 ４ ml/100匹 で 与 え た 。 ６ 月 ２ ９ 日 に 、 用 量 を 、 雌 ミ
ン ク 及 び 子 供 の 両 方 に つ い て ７ ml/100匹 に 変 更 し た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ミ ン ク フ ァ ー ム に お い て 、 健 康 状 態 の 有 意 な 改 善 が 認 め ら れ た 。 子 供 は 、 以 前 よ り も 重
く な り 、 よ り 活 発 で あ る よ う に 見 ら れ る 。 こ の 間 、 子 供 の 死 亡 率 の 低 下 、 雌 ミ ン ク の 落 着
き が 認 め ら れ 、 死 亡 は わ ず か に １ 例 で あ っ た （ こ れ は 、 異 例 な こ と で あ る ） 。 ５ 月 １ １ 日
以 降 、 飼 料 を 食 欲 の ま ま に 与 え た が 、 「 ス テ ィ ッ キ ー キ ッ ド 」 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ れ
ま で と 同 様 に 、 数 匹 の 雌 ミ ン ク は 乳 汁 の 分 泌 を 停 止 し 、 す な わ ち 、 乳 汁 の 生 産 が 時 期 尚 早
に 止 ま っ た 。 こ の 問 題 は 未 解 決 の ま ま で あ る が 、 お そ ら く 、 免 疫 系 と 関 連 す る も の で あ ろ
う 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 子 供 の 成 長 は 特 に 良 好 で あ り 、 動 物 は 最 適 に 成 長 す る と 思 わ れ 、 動 物 の 肥 料 も 高 品 質 で
あ っ た 。 後 者 は 、 動 物 の 健 康 状 態 の 悪 化 を 検 知 す る 手 段 の 指 標 で あ る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 同 様 の テ ス ト を 、 他 の ３ つ の ミ ン ク フ ァ ー ム に つ い て 行 っ た 。 実 施 例 ２ に 従 っ て 調 製 し
た サ プ リ メ ン ト 製 剤 を 、 各 フ ァ ー ム 当 り 雌 ミ ン ク 200～ 300匹 に 、 実 施 例 ６ に 示 す 用 量 で 投
与 す る こ と に よ っ て 、 2003年 ５ 月 ２ 日 に こ の テ ス ト を 開 始 し た 。 ６ 月 １ ０ ～ １ ５ 日 の 期 間
に は 、 既 に 、 テ ス ト を 、 ３ つ の フ ァ ー ム の 全 て の 動 物 、 す な わ ち 、 合 計 雌 ミ ン ク 約 7300匹
及 び 子 供 37000匹 に 拡 大 さ せ て い た 。 2003年 ７ 月 １ ２ 日 に 、 ３ つ の ミ ン ク フ ァ ー ム の 管 理
者 は 下 記 の 報 告 を し た ：
－ 出 産 時 か ら 当 日 ま で 、 子 供 の 死 亡 率 が 有 意 に 低 下 し た ；
－ 下 痢 、 乳 腺 炎 又 は 「 ス テ ィ ッ キ ー キ ッ ド 」 の ケ ー ス は な く 、 抗 生 物 質 を 使 用 す る 必 要 は
な か っ た ；
－ 出 産 時 か ら 当 日 ま で 、 繁 殖 雌 ミ ン ク の ロ ス が ほ と ん ど な い ；
－ ４ ～ ６ 週 齢 の 子 供 の 間 で の 興 奮 又 は 争 い な し 、 耳 を し ゃ ぶ る 行 為 及 び 首 に 噛 付 く 行 為 は
有 意 に 少 な い ；
－ 動 物 は 落 着 い て お り 、 ス ト レ ス の 兆 候 な し ；
－ 離 乳 時 、 体 重 が か な り 増 加 す る ；
－ 離 乳 後 、 平 穏 で あ り 、 ス ト レ ス が な く 、 噛 付 き に よ る 負 傷 な し ；
－ 飼 料 の 最 適 な 使 用 に よ り 、 動 物 は 常 に 細 か な 排 便 が あ る ；
－ 離 乳 後 、 偏 り な く 良 好 な 食 欲 を 示 す ；
－ 通 常 よ り も 生 育 が 良 好 で あ り 、 飼 料 の 消 費 量 が 低 減 す る 。
【 実 施 例 ９ 】
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【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ミ ン ク フ ァ ー ム Ａ で は 、 プ ラ ズ マ 細 胞 増 加 症 の た め に 、 全 て の 群 れ を 廃 棄 し な け れ ば な
ら な か っ た 。 そ の 後 、 2003年 ４ 月 に 、 ミ ン ク フ ァ ー ム Ｂ か ら 、 交 配 し た 雌 ミ ン ク を 持 込 ん
だ 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ミ ン ク フ ァ ー ム Ａ 及 び ミ ン ク フ ァ ー ム Ｂ の 動 物 に 、 毛 皮 と す る ま で の 全 て の 期 間 中 、 同
じ 供 給 者 か ら 得 た 同 じ 種 類 の 飼 料 を 与 え た 。 た だ し 、 フ ァ ー ム Ａ の 動 物 に は 、 実 施 例 ７ 記
載 の よ う に 、 実 施 例 ２ に よ る サ プ リ メ ン ト 製 剤 を 与 え た 点 で の み 相 違 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ほ と ん ど 全 て の 雄 か ら 得 た 毛 皮 の 品 質 を 、 コ ペ ン ハ ー ゲ ン 毛 皮 セ ン タ ー （ デ ン マ ー ク 国
グ ロ ス ト ラ ッ プ ） に お い て 評 価 し 、 毛 皮 を ５ つ の 品 質 に 分 類 し 、 品 質 指 数 を 算 定 し た 。 最
良 の 品 質 は 、 「 Saga Royal」 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ス カ ン ブ ラ ウ ン の 場 合 に お い て 明 ら か な よ う に 、 ミ ン ク フ ァ ー ム Ｂ か ら 得 ら れ た 毛 皮 の
品 質 は 、 コ ペ ン ハ ー ゲ ン 毛 皮 セ ン タ ー に ミ ン ク の 毛 皮 を 供 給 す る デ ン マ ー ク 国 の 約 2250軒
の ミ ン ク 飼 育 業 者 の 中 で 、 平 均 の 品 質 （ 指 数 100） に 相 当 す る も の で あ り 、 一 方 、 ミ ン ク
フ ァ ー ム Ａ か ら の 指 数 112を 持 つ 毛 皮 は フ ラ ク タ イ ル ９ ５ ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 多 く の 場 合 、 動 物 の 一 部 を 出 荷 し た ミ ン ク フ ァ ー ム は 、 フ ァ ー ム 自 体 の 繁 殖 ス ト ッ ク 用
に 最 良 の 動 物 を 保 持 す る は ず で あ る 。 従 っ て 、 ミ ン ク フ ァ ー ム Ａ か ら の 毛 皮 の 品 質 が 上 昇
し た こ と は 驚 く べ き こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 の 上 記 記 載 は 、 各 種 の 変 更 が 可 能 で あ る こ と を 表 す も の で あ る 。 こ の よ う な 変 更
は 、 本 発 明 の 精 神 か ら 逸 脱 す る も の と 理 解 さ れ て は な ら ず 、 当 業 者 に と っ て 明 白 な 全 て の
変 形 も 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 有 効 範 囲 に 含 ま れ る も の と 理 解 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 12日 (2005.1.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ａ ） 生 物 学 的 に 使 用 可 能 な 銀 の 形 の 第 １ の 有 効 成 分 、 及 び
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（ ｂ ） 軟 骨 組 織 第 ２ の 有 効 成 分 、
及 び 各 種 の 一 般 的 な 補 助 剤 又 は 添 加 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 サ プ リ メ ン ト 製 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 １ 以 上 の 追 加 の 有 効 成 分 を 含 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 五 硫 化 ア ン チ モ ン 、 金 属 ス ズ 及 び ／ 又 は ス ズ 塩 、 金 属 亜 鉛 及 び ／ 又 は 亜 鉛 塩 、 イ オ ウ 含
有 物 質 及 び ／ 又 は ヨ ウ 素 含 有 物 質 の 中 か ら 選 ば れ る １ 以 上 の 追 加 の 有 効 成 分 を 含 有 す る 請
求 項 ２ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
　 イ オ ウ 含 有 物 質 と し て 、 へ パ ー ・ ス ル フ リ ス を 含 有 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ヨ ウ 素 含 有 物 質 と し て 、 テ ア パ ウ ダ ー を 含 有 す る 請 求 項 ３ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
　 第 １ の 有 効 成 分 （ ａ ） が コ ロ イ ド 状 銀 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 製 剤 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 ２ の 有 効 成 分 （ ｂ ） が で あ る 請 求 項 １ 記 載 の
製 剤 。
【 請 求 項 ８ 】
　

【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
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で な る

、 粉 砕 し た 及 び ／ 又 は 乾 燥 し た 軟 骨 組 織

第 ２ の 有 効 成 分 （ ｂ ） が 、 軟 骨 魚 類 、 好 ま し く は 、 サ メ か ら 得 ら れ た も の で あ る 請 求 項
１ 記 載 の 製 剤 。

軟 骨 組 織 の 含 量 が 、 乾 燥 し た 物 質 を 基 準 と し て 算 定 し て 、 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀 １ 質
量 部 当 り 100～ 12,000質 量 部 、 好 ま し く は 、 200～ 6,000質 量 部 、 最 も 好 ま し く は 、 300～ 3,
000質 量 部 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 製 剤 。

製 剤 １ L当 り 生 物 学 的 に 利 用 可 能 な 銀 ０ .５ ～ ５ ０ mg、 好 ま し く は 、 １ ～ ２ ０ mgを 含 有 す
る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 製 剤 。

家 畜 用 の 健 康 増 進 サ プ リ メ ン ト 製 剤 の 調 製 に お け る 、 （ ａ ） 生 物 学 的 に 使 用 可 能 な 銀 の
形 の 第 １ の 有 効 成 分 及 び （ ｂ ） 軟 骨 組 織 の 第 ２ の 有 効 成 分 、 及 び 各 種 の 一 般 的 な 補 助 剤 又
は 添 加 剤 の 使 用 。

ミ ン ク に お け る プ ラ ズ マ 細 胞 増 加 症 、 パ ピ ー 疾 患 、 ウ イ ル ス 性 腸 炎 、 三 日 病 及 び ／ 又 は
「 ス テ ィ ッ キ ー キ ッ ド 」 の 予 防 及 び 治 療 用 の 製 剤 の 調 製 に お け る 、 （ ａ ） 生 物 学 的 に 使 用
可 能 な 銀 の 形 の 第 １ の 有 効 成 分 及 び （ ｂ ） 軟 骨 組 織 の 第 ２ の 有 効 成 分 、 及 び 各 種 の 一 般 的
な 補 助 剤 又 は 添 加 剤 の 使 用 。



【 国 際 調 査 報 告 】
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